
アルゼンチン治安情勢（２０１８年４月－６月期） 

 

１ 経済・社会・治安情勢  

 ４月１日以降、公共交通機関、ガス、電気等の値上げが実施されるとともに、４

月下旬以降の急激なペソ安を受け、政府がＩＭＦに財政支援要請をする等の経済情

勢もあり、今期も各地で頻繁に賃上げや政府の経済政策を批判するデモやスト等が

実施された。特に６月２５日に実施された労組等による現政権となって３回目とな

るゼネストは、暴力的な活動はなかったものの、公共交通機関、空港、銀行、公立

学校等の各労組団体が加わった２４時間のゼネストとなったため、これらサービス

の停止と各地での道路封鎖の影響からブエノスアイレス（以下「ブ」という。）市

等では市民生活と経済活動に影響が出た。 

 治安情勢については、６月末に治安省及びブ市がそれぞれ発表した統計資料によ

ると、犯罪発生件数は減少傾向にあるものの、今期も引き続き銃器等を使用した殺

人、強盗、誘拐等凶悪犯罪が発生しているため十分に注意する必要がある。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向 

（１）政府等の発表 

 ア ６月末に治安省が公表したアルゼンチン全国を対象とした治安統計による

と、２０１７年に全国では２、２７９件の殺人事件が発生し、前年の２、６２５件

と比べ約１４％減少し、１０万人当たりの殺人発生率は５．１７件となっている。

強盗及び窃盗犯罪も減少しているが、強姦や傷害事件の発生率は若干増加している。

州別で殺人事件が多く発生したのは、ブ州（９９２件）、サンタフェ州（２７７件）、

ブ市（１４３件）であり、強盗・窃盗犯罪はブ州（強盗・窃盗併せて１３３、８８

４件）、ブ市（同１１０、３６９件）、コルドバ州（同９０、３４５件）であった。

ブ州及びブ市では、殺人事件は減少傾向にあるものの、強盗・窃盗事件が若干増加

している。                       （別紙関連資料１） 

 

 イ ６月２８日、ブ市は更新された市の犯罪マップをベースにした犯罪統計を発

表した。同統計によると、２０１７年にブ市ではモトチョロス強盗（バイクを使用

したひったくり強盗）が１０、８３８件が発生し、２０１６年と比べ７．４６％増

加している。これは、市内で１日に２９件の割合で発生していたことになる。 

 発生件数で最も多い地区は、１、０９３件のパレルモ地区（対前年比約１８％増）

で、同地区だけで１日に３件の割合で発生していた。また、レコレータ地区では、

４５０件から６４０件と約４２％増加している。 

 地区別でモトチョロス強盗発生数の増加が顕著であったのは、ラ・ボカ地区（３

９→９０件）、ビジャ プエレドン地区（１０４→１７５件）とビジャ レアル地区

（２４→３９件）であった。 

 強盗事件についてはパレルモ地区が最も発生件数が多く、２０１６年の５、０３

５件から５、３５３件と約６％増加した。          （別紙関連資料２） 



 ウ ６月にブ市警察が発表したところによると、ブ市警察をより市民に近いもの

とすることを目的として、７月１日から市警察の運営改革を行うとした。５年間か

けて実施されるこの改革は、連邦警察から受け継いだ５４の警察署を、市の行政区

域と合致する１５の警察署（Comisaria Comunal）と各警察署の下に置かれる２８

の分署（Comisaria Vecinal）の計４３署に減らし、管轄エリアを変更するもので

ある。各署の配置については、現有の建物の再利用や、犯罪マップの分析に基づい

て戦略的に新たに創設されるものがある。         （別紙関連資料３） 

 

 エ 鉄道・バス乗車員組合が４月に発表したところによると、２０１７年にブ市

及びブ市から約４０km圏内の首都圏で運行している路線バス内において、運転手に

対する暴行及び強盗事件が１日に平均１５件発生したと明らかにした。同圏内では、

１日に約１万９千台のバスが走行し、約１千万人が利用している。 

 

（２）邦人被害事案（今期に当館へ寄せられた邦人被害の一部を抜粋） 

 ア ４月１日午前１０時頃、レティーロ駅前において、当地を観光で訪れていた

邦人女性が、市内中心部に向かう途中、老齢の男性に背中に汚物がついていると言

って声をかけられ、バックパックを下ろして拭き取りを手伝ってもらっていた際、

下ろしたバックパックを何者かに盗られた。バックパックには旅券等が入っていた。 

 

 イ ５月２４日午後９時３０分頃、レティーロ地区の幹線道路リベルタドール通

りにおいて、当地在住の邦人男性が、仕事を終えて事務所から私有車で帰宅途中、

赤信号のため停車した際に、窓拭きをした若者にチップを渡そうと助手席側窓を開

けたところ、何者かが運転席側ドアを叩き、被害者がそれに気をとられていたとこ

ろ、若者が開いていた助手席窓から手を伸ばし、ダッシュボードに設置してあった

スマートフォンを強奪し逃走した。 

 

（３）邦人以外の被害事案（今期に当地にて報道された事件の一部を抜粋） 

 ア 殺人等 

  ① ４月１４日午後１１時頃、ブ州ラ・マタンサ市において、州警察官が自宅

前で車から降りたところを車で現れた２人組の男に襲われた。警官は所持していた

銃で抵抗し、犯人等との間で２３発以上の銃撃戦が繰り広げられ、警官は胸部に銃

弾を受けて死亡した。犯人はそのまま逃走した。数時間後、警察は容疑者として２

７歳の男を逮捕し、もう１人の犯人の行方を追っている。犯行に使用された車はブ

市フロレス地区のスラム街で燃えた状態で発見された。 

 

  ② ４月２６日午前１１時頃、ブ市コレヒアレス地区の跨線橋において、下校

途中の１３歳の少女が、刃物を持った男に襲われて強姦された。翌２７日夜、被害

者の家族や隣人等は治安改善を求める抗議デモを実施した。 

 



  ③ ６月５日夜１０時半頃、ブ市ベルグラーノ地区の民家において、麻薬密売

の疑いで起訴されていた５９歳のメキシコ人男性と３０歳の息子が、突然現れた男

に銃で発砲されて死亡した。殺害現場には被害者の女性弁護士も居合わせたが、ト

イレに閉じ込められただけで被害に遭わなかった。男は何も盗まず逃走し、警察は

麻薬関連の犯罪として捜査を進めている。 

 

  ④ ６月２６日正午頃、ブ市レコレータ地区の路上で、下校途中の１６歳の少

女が、突然現れた男に襲われ、車で連れ去られた。事件発生から数時間後、少女は

同地区内の交差点で発見された。少女は強姦されたと訴えている。 

 

 イ 強盗 

  ① ４月２３日正午頃、ブ市パレルモ地区のパセオ・アルコルタ・ショッピン

グモール付近で、私服の男性警官が歩道を歩いていたところ、バイクに乗った男に

襲われ、警官は所持していた銃で抵抗し犯人との間で銃撃戦となった。警官と犯人

はそれぞれ負傷し、犯人はバイクに乗って逃走した。その後、現場から４００ｍ離

れた工場で逮捕された。 

 

  ② ５月１日朝、レティーロ駅到着直前であったベルグラーノ・ノルテ線の列

車内で、男が刃物を使用し乗客に対し強盗を謀ろうとした。しかし、偶然現場に居

合わせた私服警官がこの男を銃撃し殺害した。警察はこの警察官の行為が過剰防衛

にあたるとみて、警察官を逮捕した。 

 

  ③ ５月１２日午後１時半頃、ブ州ラヌス市の銀行内で、預金するために窓口

で待っていた女性が、顧客を装った男に現金１４５万ペソが入った鞄を奪われた。

男は銀行から逃走した。警察は、銀行等の防犯カメラの映像により、犯人の特定を

急いでいる。 

 

  ④ ５月１８日夜、ブ市モンセラット地区のレストランに、武装した３人組が

押し入り、従業員と客を襲って金品を要求した。しかし、偶然現場に客として居合

わせた私服の州警察官がこれに気付き、持っていた銃で阻止しようとして、強盗と

の間で銃撃戦に発展した。これにより、強盗２人が負傷して逮捕され、もう１人は

逃走した。その他の客等に怪我等はなかった。 

 

  ⑤ ５月２０日午前１時半頃、ブ市レコレータ地区において、女性２人が車で

走行していたところ、バイクに乗った２人組の強盗に襲われ、開けていた窓から携

帯を強奪された。被害者の女性等は逃げていく犯人を車で追いかけ、逃げるバイク

に追突した。強盗等は路駐していた車に激突し、１人が死亡し、もう１人は重傷で

病院に搬送された。 

 



  ⑥ ６月９日午後、ブ市ベルグラーノ地区のベルグラーノＲ駅付近で、女優の

アンドレ ・フリヘリオ氏が友人と歩いていたところ、背後から現れた男に腕時計

を強奪された。 

 

３ テロ・爆弾事件発生状況 

（１）テロ情勢 

 近年アルゼンチンの治安当局が「テロ」と認定する活動及び爆弾事件は確認され

ていない（大規模爆弾テロは、１９９２年３月及び９４年７月にイスラエル関連施

設（在亜イスラエル大使館及びＡＭＩＡ：イスラエル共済組合会館）に対し発生）。

しかしながら、頻度は低いものの、爆発物事案（脅迫を含む）は度々報道されてい

る。 

 

（２）爆弾事件 

 ６月２６日午後３時半頃、ブ市バラカス地区の警察２８番署の女性トイレ内で手

製爆弾が爆発した。人的被害は無かった。警察の調べでは、手製爆弾は３つの鉄パ

イプに火薬が詰められており、時計式の時限装置が装着されていた。事件に関する

犯行声明は出ていないものの、市政府は、連邦警察から市警察に異動になった自己

の処遇等に不満をもつ警察官による犯行との見方を示している。 

 

４ 誘拐・脅迫事件発生状況 

（１）４月１７日、ブ市近郊でほぼ同時に２件の誘拐事件が発生した。１件目は、

午後７時半頃、モロン市で６４歳の男性が自宅前で数人組の武装グループに誘拐さ

れ、家族に対し身代金が要求された。男性の妻は誘拐犯と交渉し、指示された場所

で８万ペソを渡し、同日午後１１時頃、男性はブ市リニエルス地区で解放された。

誘拐犯が犯行に使用した車両は盗難車で、同地区近郊のテレス・デ・フェブレロ市

内の貧困街で燃やされた状態で発見された。 

 ２件目は、午後９時頃、モレノ市において、４０歳の女性が車で走行していたと

ころ、３人組の武装した男に車ごと誘拐された。誘拐犯は、家族に対し身代金とし

て当初５０万ペソを要求し、家族が交渉の末１８万ペソを犯人に支払い、同日午後

１０時半頃に女性を解放した。 

 

（２）４月２５日夜、ブ州ビセンテ・ロペス市において、１５歳の娘と車で走行し

ていた男性が、４人組の武装グループに誘拐された。誘拐犯は、被害者家族から２

３万ペソの現金を受け取った後、被害者２人をブ市で解放した。その後、被害者は

すぐに警察に通報し、警察はヘネラルパス通りで犯人の車を特定し、４０発以上の

銃弾が飛び交う銃撃戦と追跡が繰り広げられた末、誘拐犯全員が逮捕された。車内

からは機関銃とアサルトライフル等が押収されている。 

 

 



５ 日本企業の安全に関わる諸問題 

 日系進出企業が脅迫やバッシング等の嫌がらせ行為の対象となったり、現地で活

動を展開する上で明らかな阻害要因となりうる事項は確認されていない。 

（了） 
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犯罪の種類 
２０１５ ２０１６ ２０１７ 

発生率 
変化 
2016-
2017 

発生数 
変化 
2016-
2017 

発生数 発生率 発生数 発生率 発生数 発生率 

Homicidios 
dolosos 
（殺人） 

2,837 6.6 2,625 6.02 2,279 5.17 -14% -13.1% 

Lesiones dolosas 
（傷害） 189,830 440.1 149,077 342.0 159,961 363.2 +6% +7.3% 

Violaciones  
（強姦） 3,746 8.7 3,717 8.5 3,921 8.9 +4% +5.4% 

Amenazas 
（脅迫） 193,944 449.7 169,351 388.5 177,347 402.7 +3.6% +4.7% 

Robos 
（強盗） 433,617 1005.3 427,473 980.7 395,741 898.5 -8.3% -7.4% 

Hurtos 
（窃盗） 271,921 630.4 272,128 624.3 254,581 578.0 -7.4% -6.4% 

資料源：アルゼンチン治安省統計資料2017「Sistema Nacional de Información Criminal(SNIC)Año 2017」より抜粋 

（別紙１） 

統計上は犯罪は改善傾向にあるも 
→ 「アルゼンチンは安全」との思い込み・油断は禁物 

※各数値は資料源により差違があるため、あくまで参考として利用すること 

２０１５年～２０１７年における１０万人あたりの犯罪統計 
（アルゼンチン治安統計2017より抜粋） 

1 

州別犯罪発生状況 

州 
強 盗 

発生率 件数 

殺 人 窃盗 

ブエノスアイレス州 

首都 
ブエノスアイレス自治市 

サンタフェ州 コルドバ州 

ブエノスアイレス州 

ブエノスアイレス市 

サンタフェ州 

コルドバ州 

資料源：アルゼンチン治安省統計資料2017「Sistema Nacional de Información Criminal(SNIC)Año 2017」より抜粋 

2」 
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Palermo 

Recoleta 
Retiro 

Belgrano 

Nuñez 

Puerto 

Madero 

Colegiales 

Saavedra 

Coghland 

Villa Urquiza 

Villa 

 Pueyrredon 

Villa 

 Devoto 

Agronomia 

Parque 

  Chas 

Villa 

 Ortuzar 
Chacarita 

Villa 

 Crespo 
Patermal Villa 

 Del parque 

Villa 

 Real 

Versalles 

Liniers 

Mataderos 

Monte 

Castro 

Villa 

 Luro 

Velez 

 Sarsfield 

Floresta 

Villa 

 Santa rita 

Villa 

 Gral Mitre 

Parque 

  Avellaneda 

Flores 

Caballito 

Almaglo 

Parque 

  Chacabuco 

Boedo 

Nueva 

Pompeya 

Villa 

 Soldati 
Villa 

 Lugano 

Villa 

 Riachuelo 

Barracas 

Parque 

  Patricios 

San 

 cristóbal 

Balvanera 

San nicolas 

Monserrat 

San 

termo 
Constitucion La Boca 

資料源：ブエノスアイレス市犯罪マップhttps://mapa.seguridadciudad.gob.ar/  

２ ブエノスアイレス市の犯罪発生状況 
 2016.1～2017.12 

1 （別紙２） 

余 白 

2 

https://mapa.seguridadciudad.gob.ar/


2018/8/1 

3 

殺人事件の発生状況 ２０１６年 
１月 ２月 ３月 

４月 ５月 ６月 

１７件 １４件 １５件 

９件 ５件 １１件 

3 

７月 ８月 ９月 

１０月 １１月 １２月 

    殺人事件の発生状況 ２０１６年 

１１件 ６件 ７件 

１１件 １４件 ２１件 

計１４１件 4 
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殺人事件の発生状況 ２０１７年 
１月 ２月 ３月 

４月 ５月 ６月 

１０件 １１件 １３件 

７件 １１件 １０件 

5 

７月 ８月 ９月 

１０月 １１月 １２月 

    殺人事件の発生状況 ２０１７年 

１６件 ８件 ９件 

１３件 ６件 １８件 

6 計１３２件 
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犯罪別発生状況 殺人事件 

Retiro 

Villa 

 Lugano 

Barracas 

Balvanera 

Flores 

Villa 

 Soldati 

資料源：ブエノスアイレス市犯罪マップhttps://mapa.seguridadciudad.gob.ar/  

7 

Constitucion 

２０１６年に計１４１件、 
２０１７年で計１３２件の殺人事件が発生 

犯罪別発生状況 殺人事件 

Retiro 

Villa 

 Lugano 

Barracas 

Balvanera 

Flores 

Villa 

 Soldati 

資料源：ブエノスアイレス市犯罪マップhttps://mapa.seguridadciudad.gob.ar/  

8 

Constitucion 

犯罪別発生状況 殺人事件 結 論 

●地 域：南部及びVillaが集まる地域で多く発生している 
（特にFlores，Retiro, Barracas, Villa Lugano） 

●時 期：１２月が多く、その他は平均して発生している。 

●時間帯： ２０時～０６時の夜間の時間帯にかけて多く 
     発生している。 

●場 所： 貧困層が居住する場所近傍及び路上で多く発 
     生している。 

結 論 
 ブエノスアイレス市では，夏季の夜間，市の南方及び
Villaが存在する地域の路上及び貧困層が居住している場所
において，殺人事件が多発する傾向があるため注意が必要 

●推 移：減少傾向にある。 

https://mapa.seguridadciudad.gob.ar/
https://mapa.seguridadciudad.gob.ar/
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強盗事件の発生状況 ２０１６年 

４月 ５月 ６月 

１月 ２月 ３月 

５，３３１件 ５，３７４件 ５，８４２件 

５，６４５件 ５，８１２件 ５，２０４件 

9 

１０月 １１月 １２月 

７月 ８月 ９月 

強盗事件の発生状況 ２０１６年 

５，７０１件 ５，８９３件 ５，４３５件 

５，８１９件 ６，１８１件 ５，５２１件 

10 ６７，７５８件 
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強盗事件の発生状況 ２０１７年 
１月 ２月 ３月 

４月 ５月 ６月 

５，０６０件 ４，８０３件 ６，１１１件 

５，３８３件 ５，３５４件 ５，０４０件 

11 

１０月 １１月 １２月 

７月 ８月 ９月 

強盗事件の発生状況 ２０１７年 

４，８６８件 ５，５１３件 ５，２１４件 

５，７４８件 ６，０５９件 ５，５９５件 

12 ６４，７４８件 
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犯罪別発生状況 強盗事件多発地域 

Retiro 

Villa 

 Lugano 

Balvanera 

Flores 

Palermo 

Recoleta 

Caballito 

Almaglo 

San nicolas 

資料源：ブエノスアイレス市犯罪マップhttps://mapa.seguridadciudad.gob.ar/  

13 

２０１６年に計６７，７５８件、 
２０１７年で計６４，７４８件の強盗事件が発生 

余 白 

14 

https://mapa.seguridadciudad.gob.ar/
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窃盗事件の発生状況 ２０１６年 
１月 ２月 ３月 

４月 ５月 ６月 

３，３３２件 

３，１０４件 ２，９３６件 ３，３３５件 

３，２７４件 ３，３１７件 

15 

窃盗事件の発生状況 ２０１６年 
７月 ８月 ９月 

１０月 １１月 １２月 

３，４５３件 ３，４９４件 ３，４１８件 

３，４９１件 ３，５４０件 ３，３３８件 

16 ４０，０３２件 
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窃盗事件の発生状況 ２０１７年 
１月 ２月 ３月 

４月 ５月 ６月 

２，９９１件 

３，２４８件 ２，６８６件 ３，３６７件 

２，９７６件 ２，８１１件 

17 

窃盗事件の発生状況 ２０１７年 
７月 ８月 ９月 

１０月 １１月 １２月 

２，８３３件 ２，８２５件 ２，７８８件 

３，０４４件 ３，４８２件 ３，１０９件 

18 ３６，１６０件 
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犯罪別発生状況 窃盗事件多発地域 

Retiro 

Villa 

 Lugano 

Balvanera 

Flores 

Palermo 

Recoleta 

Caballito 

Almaglo 

San nicolas 

Monserrat 

19 

２０１６年に計４０，０３２件、 
２０１７年で計３６，１６０件の窃盗事件が発生 

犯罪別発生状況 窃盗事件多発地域 

Retiro 

Villa 

 Lugano 

Balvanera 

Flores 

Palermo 

Recoleta 

Caballito 

Almaglo 

San nicolas 

Monserrat 

20」 

●地 域：主要観光地及び貧困街近傍で多く発生している。 

●時 期：年間平均して発生している。 

●時間帯： １４時～２２時までにかけて、一般的に人の   
     活動が活発となる時間帯に多発する傾向がある。 

●場 所： 公共地域及び路上で多発する傾向がある。 

●強盗・窃盗の発生特性 
 窃盗は強盗発生件数の２／３程度であり,スリ等の身体等
への脅威度の低い犯罪よりも脅迫・暴行等を伴うより脅威
度の高い犯罪が多発する傾向がある。 

結 論 
 ブエノスアイレス市では，大衆の集まる地域及び貧困層
が居住する地域において，日中，年間を通して強盗・窃盗
に遭う可能性があるため注意が必要。 

●推 移：一般的には減少傾向。PALERMO、SAN NICOLAS等一部地域では増加 
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ブ市警察の警察署改革 

7 月 1 日から、ブ市警察は警察署の運営改革を行う。5 年かけて実施されるこの改革プロジェク

トは、連邦警察から受け継いだ５４の警察署を４３に減らし、市の行政区域のように 15 のコム

ーナ警察署（Comisaria Comunal）と２８の分署（Comisaria Vecinal）に管轄エリアが変更が

される。それぞれのコムーナ警察署（Comisaria Comunal）には、科学警察、DV、警備・防犯と

企画の部署が設けられる。警備・防犯部は、東西南北の 4つの地域に分けられ、捜査は北東と

南西の 2 つに分けられる。 

警察署の位置については、現在の建物の再利用や、犯罪マップの分析に基づいて戦略的に新た

に創設されるものもあり、より市民に近い警察署を目的としている。 


